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  第一章 主にのみ聞く耳


  朗読：ローマ十二・一、出エジプト記二一・五～六、申命記十五・十二～十八、レビ記八・二二～二四、三〇、イザヤ一・四～五、黙示録三・二〇～二二。


  



  これらの節では、すべて耳について述べられていることに気づかれたでしょう。僕の刺し通された耳、祭司の聖別された耳、らい病人の油塗られた耳について述べられており、イザヤ一章では教えに対して開かれている耳、黙示録三章では注意深い耳について述べられています。主が耳をいかに重視しておられるのか、またどれほど聞くことについて聖書に書かれているのかを理解するとき、感銘を受けます。様々な聖書の箇所をまとめると、聞く問題や耳の問題は霊的生活のまさに根幹に関わるものであることがわかります。エバの耳を捕らえることによって、すべての罪が人類の中に入り込みました。敵であるサタンが「神はそう言われたのですか？」と言った時、彼女は聞くことに同意して耳を貸しました。それが人々の間におけるすべての霊的悪の始まりでした。それ以来、サタンは常に耳を捕らえることによって自分の王国を広めようとしてきました。サタンは全く同じ方法を用いて、荒野で断食しておられた主イエスのもとに行き、「もしあなたが神の子なら……」と言いました。この言葉は「神はそう言われたのですか？」という言葉と似ています。というのは、その少し前に、神は「これはわたしの愛する子である」と言われたからです。しかし、最後のアダムは聞くことを拒み、耳を閉ざされました。その示唆や暗示の相手をすることに同意しようとされませんでした。そして、敵に耳を傾けることを辛抱強く拒むことによって、贖いが成就されました。まさにこの点における最初の失敗の過ちは、すべて克服されたのです。


  黙示録を見ると、耳に対する訴えがなされていることがわかります。それは完結の時でした。最初の数章は、主からの言葉として聞くべき事と関係しています。最後の数章では、御霊の命の働きの全き結果が見られます。創世記と同じ諸々の原則が見られます。それは全く命の問題であり、この命はサタンに耳を貸すなら失われ、御霊の言われることに耳を傾けるなら獲得されます。


  ですから、霊的生活と霊的行程は全く霊的聴力にかかっている、と言うことは、ある意味で正しいのです。死と命の両極の間には、サタンに耳を傾けることと主にのみ聞くこととの両極の間には、上記の節で見たように、霊的聴力に関する多くの面があります。それらについて今は詳しく触れるつもりはありません。さしあたって、御霊の言われることを聞く耳を持つこととそれを用いることとの必要性を強調して満足することにします――「耳のある者は聞きなさい」。外側で聞くだけでなく、それが内側深くに届くように、それが変化を生じさせるように、私たちは心がけなければなりません。同じ人々に再三同じことを言っても、その人々はあなたの言うことを知っていて、「あなたが前にそう言うのを聞いたことがあります」と言い返すかもしれません。しかし、あなたの言葉は何の違いも生じさせません――彼らは内なる耳で聞いていなかったのです。このように内側で聞くこと――自分の耳を用いて御霊の言われることを聞くこと――に命がかかっています。ですから、これはみなこの御言葉に集約されます、「兄弟たちよ、こういうわけで、私は神のあわれみによって、あなたたちに勧めます。あなたたちの体を、神に受け入れられる、聖なる、生きた供え物としてささげなさい。それが、あなたたちの霊的な奉仕（礼拝、改定訳欄外）です」（ローマ十二・一）。


  



  第二章 僕の刺し通された耳


  朗読：出エジプト記二一・五～六、申命記十五・十二～十八。


  



  ここでは僕の耳について記されています。表面上、愛、耳、永続的な奉仕との間につながりがあることがわかります。愛はここでは刺し通された耳と関係しており、この継続的な奉仕の基礎となります。この継続的奉仕は、自発的に行うべきものであり、法的に強制されるべきものではありません。それは、心情や心境のゆえに、僕自らが引き受けるべきものです。愛するがゆえに、ある権利と自由を放棄するのです。この僕には自由になる権利があります。彼は外国人ではなく、強制的に奴隷の働きをさせられる雇人でもありません。彼はヘブル人であり、ヘブル人としての権利があります、自由になる権利があります。法律や義務を何ら破ることなく、出て行って自由になれます。むしろ、その時点で彼に対して義務を負っているのは彼の主人の方です。しかし、この僕は愛のゆえに自分の権利と自由を放棄します。これは法的義務による制約とは違います。全く別の領域のことなのです。


  パウロ自身、しばしば自分のことをイエス・キリストの奴隷と述べていますが、このように自由を放棄することの意味を様々な発言で示しています。例えば、彼はこう述べています、「すべての事が私に許されているのですが、すべての事が益になるのではありません」（一コリント六・十二）。「権利を主張しようと思えば主張できます。律法に関するかぎり、私を禁じたり強制したりするものは何もありません。しかし、私はそれ以上のものによって促されているのです。他に考えるべきことがあるのです。主の権益と主に対する私の関心によって、私は特定の自由と権利を放棄するよう導かれているのです。私は主のためにそれらを放棄します」。彼は奴隷として理解していたのです、通常の善悪の基準で判断するとある事柄には何の問題もなく、その基準によるとある行程を取っても全くかまわないかもしれないけれども、何らかの高遠な権益を考慮すべき場合もあるということを。それは、主のためにそうした自由を放棄しさえすれば、よりよく、より十分に主に奉仕できる場合です。これは遥かに高い水準です。この水準にある僕は言います、「私は自由になって出て行くつもりはありません。そうする完全な権利を持っていますが、そうしません。私がここにいるのは、いなければならないからではありませんし、強制されているからでもありません。私がここにいるのは愛のゆえなのです」。これは、より充実した、より高度な世界であり、多くの点で私たちに触れます。私たちはそうすることができます……そうしてもかまいません……何の問題もありません……しかし主の最高の権益のために、私たちはいくつかの点で自分自身を否んで言わなければなりません、「それには何の問題も害もありませんが、そうしない方が主によりよく仕えることができます」と。「すべての事が私に許されているのですが、すべての事が益になるのではありません」。このような姿勢を取るなら、主との新たな関係、つまり永続的な奉仕の関係が築かれます。しかし、今やその関係は一家の一員、家族の一員を超えたものです。子たる身分の霊が入って来られ、「あなたはもはや奴隷ではなく子」（ガラテヤ四・七）となります。愛は高めて移します。そして、それは依然として奉仕ではあるのですが、奴隷と――同時に――子との間の驚くべき関連性を私たちは新約聖書の中に見いだします。


  主イエスが偉大な模範となることがわかります。彼には権利がありました、とても大きな権利がありました。彼はそれらを保持することもできました。彼には自由がありました。それらのために戦うこともできました。彼には何かを行う法的義務はいっさいありませんでしたし、御父と共に永遠の栄光の中にとどまることもできました。彼は自ら「僕（奴隷）の形を取り（中略）死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられました」（ピリピ二・七～八）。彼は「わたしは出て行って自由にはなりません」と言いました。そして、御父は彼の耳を刺し通されました。彼は永遠の御子・僕です。彼においてはこの二つは結合しています――子たる身分と奴隷としての身分が御父に対する愛の中で結合しています。そして、彼において最高かつ完全に表わされているものが、より小さな形で私たちに伝達されます。愛のゆえにある事柄に対して「否」と言わざるをえないことが度々あります。それ自体は無害であって、ある意味で望ましく、自分自身の利益のためだけに仕えているなら十分に許されるような事柄であってもです。それらに対して私たちは「否」と言います。私たちにとって主人以上の存在となった方の権益のためです。彼が主となられたのです。


  



  第三章 聖別された耳


  朗読：レビ記八・二二～二四、三〇、十四・二五～二八。


  血をつけられた耳


  この二つの節の前の箇所では、アロンとその子らの聖別と、彼らの右の耳たぶに血をつけたこととが記されています――血によって耳が聖別されたのです。ご存じのように、血は常に区別と分離の手段でした。血を振りかけられたものはみな、主へと分離され、主に対して聖別されました。その血は――ある体制全体に終止符が打たれ、全く新しい体制のための準備が整えられたことを物語ります――血がその間に立ちました。これを聖書から説明する必要はほとんどないでしょう。なぜなら、多くの説明があるからです。おそらく旧約聖書で最も傑出している絵図は、エジプトにいたヘブル人の家の戸口の柱と鴨居に振りかけられた小羊の血でしょう。この振りかけられた血によって、彼らは印づけられてエジプト人から分離され、全く新しい未来、新しい歴史を持つ民とされました。血は分離して、全く新しいもののための基礎を据えました――この過越から彼らは新たな方法で神の民に構成されたのです。これが血の原理です。すなわち、血は一つの体系から分離して、別の体系のために道を開くのです。


  さて、この祭司職では、これがとても強く強調されています。聖別のための雄羊の血が耳につけられました。これはまさに次のことを意味します。すなわち、耳を通して心に示されるいっさいのことを血は試し、検査し、裁くのです。血は、耳を通して内なる生活に入って来るいっさいのものに対して、それがどこから来たのか、どのような性質のものなのかを問いただします。血は裁いて言います、「これは神からではなく、主の御心にかなっていません。それは罪と同盟関係にある旧創造に属しています。サタンが耳に語りかけた当初の源から発しています」。血はこうしてすべてを裁き、神から出ていないものを断罪し、主のために道を開き続けます――とても単純な教訓ですが、とても強力です。主イエスは、「聞くことに注意しなさい」（マルコ四・二四）と言われました。この箇所の祭司は霊的な人、全く主にささげきっていて、全く主の意のままである人を意味します。霊的な人は、自分の聞くことに、大いに注意します。自分の心や内なる生活の中に耳を通して入って来て、内的に自分の一部となるのを許すことに、大いに注意します。何にでも耳を傾けるわけではありません。何を聞くのかを判断して、かなり多くのものを拒否するのです。


  さて、これは多くのことにあてはまるので、目録を作るのは賢明ではないかもしれません。もし主からではないものや、主に反するものに耳を傾けることを許すなら、自分自身の霊の命に言いようのない損害を与え、主は私たちに語れなくなるおそれがあります。敵は世人の耳を通して自分の王国のために大きな力を得ています。敵は聴覚を通して人々を大いに捕えています。敵は多くのものを用います――ある種の音楽や話し方を用います。聖別された主の僕は、そのようなことを自発的に許したりはしません。私たちはこの世におり、聞くことを願うべきではない多くのことを聞かざるをえません。しかし重要なのは、私たちの外側の耳に入る周囲の音ではなく、それに対する私たちの反応、聞こえていることに同意するかどうかなのです。私たちはそれを裁き、内側で反抗し、拒むのでしょうか、それとも、それに耳を貸すのでしょうか？


  これは特に、人々に関する話に耳を貸すことにあてはまるのではないかと思います。噂話や批判が計り知れない害を及ぼしています。さて、聞く耳がなければ、話す口があってもどうにもなりません。時として、聞くことを拒否することによって、賢明でない制御不能な口を閉ざすことができます。祭司は、何にでも耳を傾けることを拒否し、それを裁いて、「私はそんなことを聞きたくありません。それに耳を傾けるつもりも、それを受け入れるつもりもありません」と言うよう求められています。今日、噂や、会話や、伝聞や、解釈が引き起こすひどい過ちが、神の真の子供たちの間にすら、なんと多く存在しているのかは、きっとおわかりでしょう。私たちはそうした影響をなんと受けやすいことか！この血をつけられた耳、聖別された耳は、根本的な教訓を伝えます。一方において、この世のものを何でも受け入れて、それが内なる生活の中に入り込むのを、この耳は拒否します。


  御霊によって油塗られた耳


  次にもう一つの側面――油塗られた耳――があります。両方の面がレビ記十四章の清められたらい病人の事例に見られます。彼は、汚れた肉の生活から解放されて、命の新しさの中を、御霊によって歩いている人の型です。その耳は血をつけられています――神からではないものに耳を傾けることを拒むしるしです。また、その耳は油塗られています――主に喜んで聞くことのしるしです。主の民の多くが主に聞く耳――聖霊によって生かされている開かれた鋭敏で敏感な耳、澄んだ耳――を持っていないせいで、なんと多くのものが失われていることでしょう。敵は主の僕たちの多くを大忙しにして、主に耳を傾けさせないようにしています。すべては不出来であり、うまくいかず、的外れです。敵は働き人たちを働きの惰性だけで進ませています。敵は、主が語りたいことを聞く時間を彼らが持たないように見張っています。黙示録冒頭の諸教会には賞賛すべき点が多々ありましたが、おそらくこれまでだれにも臨んだことのない最大の驚きが諸教会のいくつかに臨みました。事実上こう言われたのです、「あなたにはこのような働き、労苦、忍耐、他にも大いに賞賛すべき点がありますが、主に聞く耳がありません。これらは悪いものではありませんが、ずっと重要なことがあります。あなたは御霊が言われることを聞いていません。耳のある者は、御霊が言われることを聞きなさい……」。矯正のために、調整のために、物事に関する御心をなおもよりよく知るために、主に対して開かれた耳が必要だったのです。


  一つの世界に対して閉ざされた耳があり、別の世界に対して開かれた耳があります。血によって閉ざされた一つの世界があり、御霊によって開かれた別の世界があります。これはみな内なる耳、心の耳を中心としています。それはとても大事なものです。主よ、私たちに恵みを与えて、私たちをこの問題に関して大いに従順で注意深くならせてください。自分が聞くこと、受け入れるのを許すことに、注意するようにさせてください。そして、主が何かを話すことを望んでおられるとき、私たちの耳をふさがれた状態ではなく、御声に対して開かれた状態に保ってください。


  



  第四章 開かれた耳


  朗読：イザヤ五十・四～九。


  



  イザヤ五十章のこの節は、四九章と密接に関連付けて読む必要があります。また、預言のその区分全体におけるその背景を認識する必要があります。これは、主がご自身の預言者たちを通してなさった語りかけにもかかわらず、イスラエルが逆らって逆戻りしたことに関する区分の中にあります。彼らは主に対して耳を開くことを拒みました。その結果は何だったでしょう？――この章の冒頭に述べられているように、彼らは主から離縁されました。断ち切られて捕囚に渡されました。その後五三章まで、贖いの御業をされる主の僕が十分に素晴らしく示されます。そして、この方に関してこれらの言葉が語られたのです。これらの言葉は、人々の救いのための奉仕がどうなされるのかについて、少しの示唆を与えてくれます。まず、罪とその結果が示され、次に贖い主・僕と贖いの代価が示されます。「わたしはわたしを打つ者に背を任せ、髭を抜く者にわたしの頬を任せ、恥とつばきからわたしの顔を隠さなかった」――この御言葉は主イエスの事例で文字どおり成就されました。次に、七～九節で彼の正しさの実証について述べられます。「主エホバはわたしを助けられる。それゆえ、わたしは困惑しなかった。それゆえ、わたしは顔を火打ち石のようにして、辱められないことを知る。わたしを義とする方がそばにおられる。誰がわたしと争うのか……」云々。これは主ご自身が十字架を前にして語っておられるのであり、ご自身の苦難の結果と、復活においてご自身の正しさが実証されることとを、確信をもって見越しておられるのです。そしてそのすべてのゆえに――神に対するご自身の確信と、人々の救いのために喜んで代価を払おうとするご自身の意志のゆえに――彼はこの希望の言葉を語られました。「主なる神はわたしに、教えを受けた者の舌を与えて、疲れた者を言葉をもって、いかに支えるかを知らされる」。これは、かなり絶望的な状況にある希望なき人々に対する希望の言葉です。「疲れた者を言葉をもって支える」――これは十字架による希望の務めであり、苦難の僕の復活と、その正しさの実証によります。


  そして、彼は次のことを端的に示されます。すなわち、希望と励ましのこの務め、命と救いのこの言葉、暗闇を光に転じるこの働きは、暗闇と死を招いたものに対して彼が取った反対の姿勢のおかげなのです。人々は逆らって引き返し、主の御言葉に対して耳を閉ざしました。彼は従順に神の方に向かい、ご自身の耳を開かれました。つまり、主の御言葉に耳を傾け、注意し、受け入れたのです。これはもっぱら主イエスに当てはまりますが、原則的にはもちろん私たちにも当てはまります。今やすべては次のことにかかっています――主に対して開かれた耳によって支配されている日常生活にかかっています。「彼は朝毎にわたしを呼び覚まし、わたしの耳を呼び覚まして、教えを受けた者のように聞かせられる」。むしろ驚くべきは、主イエスがご自身のことを弟子、学ぶ者、教えを受ける者と述べておられることです。これは、彼は万物の創造者なる神から出て来られた一方で、肉体にあっていかにあらゆることで徹底的に神に拠り頼み、御父から日毎に指示と指導を受けておられたのかを示しています。自己を空にすることのなんという絵図でしょう！彼のこの御言葉はなんと真実なのでしょう――「子は、父が行なわれることを見ないでは、自分から何もすることができない」（ヨハネ五・十九）――あらゆることで日毎に御父に拠り頼んで、すべてを御父からお受けになったのです。もちろん、これがどれほど自分たちにも言えるのかは承知しています。しかし、実に素晴らしいことに、彼の希望の務めは、彼が朝毎に待ち望んで、御父が彼に語り、教え、務めについて教えられたことを聞くことから生じたのです。


  これもまた、耳の地位を凄まじく強調しています。神の子供の生活で耳がなんと重要なのかを私たちは見ましたが、それがこのとても美しい節で再び示されます。絶望的状況の中に希望をもたらし、疲れた者、くじけそうな人を言葉をもって支えるには、私たちは主との緊密な接触の中になければなりません。すべてを彼から得なければなりませんし、耳を開いてもらわなければなりません。これは、主が言われることを喜んで聞くことだけでなく、むしろこの場合、イスラエルとは逆に、聞いたことを熱心に喜んで行うことを意味します。こうして、開かれた応答する耳によって、他者に対する価値ある働きが生まれます。この章を読み終える前に、素晴らしい御言葉に出会います。それは、暗闇の中を歩き、光を持たない者たちに、自分の神にとどまるように勧める御言葉です。この御言葉を預言の一部として主イエスに当てはめると――疑いなく当てはまるのですが――とても素晴らしいです――暗闇の中を歩き、光を持っていないのですが、それでも、他の人々を助けられるよう、日毎に主と接触するのです。その結果、他の人々は助けを受け、支えられ、希望を与えられます。日毎に主との接触の中に生きる人々によってです。これは、早朝の静かな時と、朝毎に耳を開いてもらうことの重要性を示唆しているように思われます。私たちはその静かな時を、ほとんど主に語ることに費やしているのではないでしょうか。その時間の中には、主に耳を傾けることに費やすべき時間もあるのではないでしょうか。「……朝毎に彼は私の耳を呼び覚まされる」。その結果、他の人々は助けを受け、励ましと希望を受けるのです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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